切断指再接合術後の未分画ヘパリンの適正投与量の検討 : 3群間のランダム化比較試験 by 西嶌 暁生
Appropriate Use of Intravenous Unfractionated
Heparin after Digital Replantation: A













氏     名 西嶌 暁生 
学 位 の 種 類       EA 博士（医学） 
A学 位 記 番 号       EA 博甲第  ９１９０  号 
A学位授与年月       EA 平成 ３１年 ３月 ２５日 
A学位授与の要件       EA 学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA 人間総合科学研究科 
A学位論文題目       EA Appropriate Use of Intravenous Unfractionated Heparin after Digital 
Replantation: A Randomized Controlled Trial Involving Three 
Groups(切断指再接合術後の未分画ヘパリンの適正投与量の検討： 
3群間のランダム化比較試験) 
A主 査       EA     筑波大学教授 薬学博士   荒川 義弘    
副 査       EA   筑波大学講師 博士（医学） 原  友紀 
A副 査       EA   筑波大学講師 博士（医学） 西村 文吾  


















ランダム化並行群間比較試験を計画し、研究責任者として遂行している。本研究の対象は 2015 年 9 月から
















は 89％、高用量ヘパリン群は 79％であり、3 群間に有意差は認めなかったことを明らかにしている。また、著者
は鬱血の発生頻度はヘパリン群が 21％であり、コントロール群（3％）に比べて有意に高かった（p=0.020）と述べ
ている。その他の副次評価項目に関しては有意差を認めず、50 歳以上の患者における生着率に関して、コント
ロール群に対するヘパリン群のオッズ比は 5.40（95％CI, 0.85-34.20, p=0.027）であり、有意に高かったと報告
している。著者は、層別割付因子毎の生着率に有意な差は認めず、また、高用量ヘパリン群の術後 7 日目の

















平成 30 年 12 月 27 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
